
※ 東京都スマートサービス実装促進プロジェクト…スタートアップ企業等が保有する先端技術を都内自治体等で活用し、都民の利便性向上や地域課題の解決を図る東京都の事業。

参加と協働の実践を重ねるとともに、調布市審議会等の会議の公開に関する条例や、調布市パブリック・コメント手続条例の適切な運用を図ります。また、市民における多様な活動形態や社会状況の変化を
踏まえた市民参加手法等の見直しも視野に、市民参加の取組における創意工夫に継続して取り組みます。

【後期における取組の方向性】（ＡＣＴＩＯＮ）

○市民参加・協働実践状況調査により把握した具体的な成果や課題等を
検証し、幅広い市民意見の把握につながる創意工夫や運用改善を踏まえ
た市民参加と協働の仕組みづくりにつなげていきます。
○市民参加推進研修等の職員研修を実施し、職員の参加と協働に対する
知識の向上、実践的な能力の向上を図ります。
○市民参加推進協議会を開催し、各部における市民参加・協働の推進に
係る現状や好事例などを共有するとともに、その内容を各部における参
加と協働の実践において生かすなど、市民参加と協働の取組における創
意工夫につなげていきます。
○パブリック・コメント手続条例及び審議会等の会議の公開に関する条
例について、適切な運用を図ります。

○市民参加推進研修等の職員研修を実施し、職員の参加と協働に対する
知識の向上、実践的な能力の向上を図ります。
○パブリック・コメント手続条例及び審議会等の会議の公開に関する条
例の適切な運用を図ります。
○市民参加推進協議会を開催し、各部における市民参加・協働の推進に
係る課題を踏まえた取組の検討・協議を行うとともに、各部における好
事例を共有することで、市民参加・協働の更なる創意工夫につなげてい
きます。

◆市民参加プログラム等に基づく市民参加及び協働の実践
◆パブリック・コメント手続条例等の適切な運用
◆市民参加手法等の見直し検討（検討結果を踏まえた取組の実施）

共創のまちづくりの実践
参加と協働による共創のまちづくりの推進

方針 １
基本的取組 １－１

○新任職員及び新任係長職を対象とした各研修を実施し、参加と協働に
関する職層に応じた知識の習得、理解の促進を図ることができました。
○時間や場所にとらわれない新たな市民参加手法の試行として、オンラ
インの市民参加プラットフォーム「ちょうふLiqlid（リクリッド）」を開設し
ました。
○市民参加・協働実践状況調査において、こども基本法及び調布市子ど
も条例の趣旨を踏まえ、子ども・若者、子育て当事者の意見を聞く取組や
意見の反映の現状等を把握し、更なる効果的な取組につなげていくこと
としました。また、協働の取組のうち、産学官連携の現状を把握する調査
項目を新たに設け、産学官連携に関する現状の詳細を把握することで、
参考となる事例の他部署への展開を図りました。

○パブリック・コメント手続条例及び審議会等の会議の公開に関する条
例の適切な運用を図るとともに、実践を踏まえた課題整理に基づく創意
工夫や運用改善に継続して取り組みます。
○市民参加・協働実践状況調査により、市民参加手続と協働事業の実践
状況を把握し、具体的な成果や課題等を検証するとともに、市民参加・協
働実践状況報告書として取りまとめて公表します。また、こども基本法及
び調布市子ども条例の趣旨を踏まえ、引き続き、子ども・若者、子育て当
事者の意見を聞く取組や意見の反映の現状を把握し、効果的な取組が全
庁に波及するよう検討します。
○職員研修を通じて、引き続き、参加と協働に関する知識の定着、実践
的な能力の向上を図ります。
○オンラインプラットフォームについては、次年度は活用の幅を広げなが
ら実証を継続する中で、効果的な活用方法について検討を進めます。【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

後　期

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

総　括

年次評価 Ａ（計画どおりに進捗）

【今年度の総括、次年度以降の取組の方向性】
（ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

【年度別計画に対する今年度の進捗見込】（ＣＨＥＣＫ）　 ○

○市政経営の基本的な考え方である「参加と協働のまちづくり」の推進
に向け、その理念と重要性を理解するとともに、様々な分野で活動する
市民等の思いや活動について知り、市民を交えたグループワークを通じ
て、協働のプロセスを体験することを目的に市民参加推進研修を実施し
ました。実際に市民活動を行う市民等とグループワークに取り組むこと
で、市民参加と協働の取組に関する意識の向上を図りました。
○パブリック・コメント手続条例及び審議会等の会議の公開に関する条
例の適切な運用に努めるとともに、パブリック・コメント手続において
は、インターネット回答フォームを活用し、幅広い市民からの意見聴取に
努めました。
○市民参加推進協議会を開催し、各部署における市民参加の取組に関す
る情報共有を行いました。また、東京都が実施する、スタートアップ・ベン
チャー企業が提供するサービスの自治体への実装支援事業「東京都ス
マートサービス実装促進プロジェクト※」と連携し、市が市民参加や共創
に取り組むに当たっての組織としての強みや改善点を把握するアセスメ
ントの取組について、その有効性の検証を兼ねて試行的に実施しました。
○実証運用中のオンラインプラットフォーム「ちょうふLiqlid（リクリッ
ド）」について、「（仮称）調布市みらい共創ビジョン」の策定過程におい
て、対面型のワークショップと連動させた活用など検証を進めました。

令和７年度

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

前　期

○パブリック・コメント手続条例及び審議会等の会議の公開に関する条
例の適切な運用を図るとともに、実践を踏まえた課題整理に基づく創意
工夫や運用改善に継続して取り組みます。
○新入職員等を対象とした職員研修を実施し、参加と協働の実践におい
て必要な知識・技能の習得を図ります。
○市民参加・協働実践状況調査により、市民参加手続と協働事業の実践
状況を把握し、具体的な成果や課題等を検証するとともに、市民参加・協
働実践状況報告書として取りまとめて公表します。公表に当たっては、市
民に分かりやすく伝えることを念頭に、報告書に必要な情報を整理しま
す。

年度別計画

担当課 企画経営課、協働推進課、関係各課

１ 市民参加と協働の推進プラン
年度別計画を記載

＜ ＰＤＣＡマネジメントサイクルに基づく評価 ＞
年度別計画を基に半期毎の取組計画を明確化し、その進捗状況の確認や、年次評価を行うと
ともに課題等を把握し、次期や次年度以降の取組の着実な推進及び成果向上につなげるため、
ＰＤＣＡマネジメントサイクルの意識強化を図りながら取組を推進しています。

年度別計画に基づく半期毎の
取組計画の明確化

年度別計画に基づく半期毎の
取組計画の明確化

年度別計画に基づく半期毎の
取組計画の明確化

年度別計画に基づく半期毎の
取組計画の明確化

上半期における年度別
計画の進捗状況

◎：計画を上回る

○：(概ね)計画どおり

△：遅れる

取組の着実な推進の視点からの
後期の取組の方向の明確化

今年度における取組の進捗状況に
対する評価（評価理由）及び次年度
の着実な取組の推進や成果向上の

意識を強化


